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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体を含む三次元空間内に超音波を送受波して複数のボクセルデータを取得する送受
波部と、
　複数のボクセルデータのうちから被検体の表面に対応した表面ボクセルデータを検出す
る表面検出部と、
　表面ボクセルデータのみに平滑化処理と増幅処理が施された、表面ボクセルデータとそ
れ以外のボクセルデータとからなる複数のボクセルデータに基づいて被検体の三次元画像
を形成する三次元画像形成部と、
　形成された三次元画像を表示する表示部と、
　を有する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の超音波診断装置において、
　前記表面検出部は、近傍のボクセルデータとの比較からボクセルデータ値が大きく変化
するボクセルデータの領域を求めることにより表面ボクセルデータを検出する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の超音波診断装置において、
　前記表面検出部は、局所領域内のボクセルデータ集団に関する標準偏差を算出して閾値
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と比較し、標準偏差が大きい複数の局所領域で構成される表面領域を抽出して表面ボクセ
ルデータを検出する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の超音波診断装置において、
　前記三次元画像形成部は、前記三次元画像として、ボリュームレンダリング画像を形成
する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の超音波診断装置において、
　平滑化処理後の表面ボクセルデータに対してデータ値を一定量だけ増幅する前記増幅処
理が施される、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に記載の超音波診断装置において、
　表面ボクセルデータのみに平滑化処理と増幅処理が施された、表面ボクセルデータとそ
れ以外のボクセルデータとからなる複数のボクセルデータに基づいて被検体の複数の断面
画像を形成する断面画像形成部をさらに有する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の超音波診断装置において、
　前記断面画像形成部は、互いに略直交する３つの断面画像を形成する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に関し、特に被検体の三次元画像を形成する超音波診断装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　三次元画像を形成する超音波診断装置として、ボリュームレンダリング画像を形成する
装置が知られている（特許文献１，２参照）。この方法では、各透視線（レイ）上に存在
する個々のエコーデータ（ボクセルデータ）に対して所定のボクセル演算が逐次実行され
て各透視線ごとにボクセル演算の結果が算出され、複数の透視線に関するボクセル演算の
結果値の集合として三次元画像（ボリュームレンダリング画像）が形成される。こうして
形成されるボリュームレンダリング画像は、例えば、胎児などの診断に大きく貢献してい
る。
【０００３】
【特許文献１】特許第２８８３５８４号公報
【特許文献２】特開２００１－１４５６３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　胎児は、エコー値が比較的小さい羊水内に存在する。ボリュームレンダリング法では、
エコー値の小さいボクセルは、ボクセル演算の結果に反映されにくい。そのため、ボリュ
ームレンダリング画像には、胎児から得られるエコーが強く反映され、その結果、羊水に
浮かぶ胎児の画像が鮮明に映し出される。
【０００５】
　ところが、例えば子宮壁の破片などの浮遊物が羊水内に存在すると、その浮遊物のエコ
ーがボクセル演算に反映されてしまい、ボリュームレンダリング画像内において、例えば
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胎児の表面に凹凸状の形状となって現れてしまう場合がある。また、胎児の頭内や体内の
構造物のエコーがボクセル演算に反映され、それが胎児の画像の表面に凹凸状の形状とな
って現れてしまう場合もある。
【０００６】
　一般に、画像上のノイズなどを除去する手法として平滑化処理が知られている。ボリュ
ームレンダリング画像に対しても平滑化処理は効果的であり、例えば、前述した胎児表面
の凹凸を平滑化処理によって除去することが可能である。
【０００７】
　しかしながら、単純に平滑化処理を利用すると、画像データがなまる（不鮮明になる）
ため、断層画像などによって胎児の体内の様子などを鮮明に観察する場合には、反って悪
影響となってしまう。つまり、単純な平滑化処理では、ボリュームレンダリング画像の画
質改善をもたらす一方で、断層画像の画質を劣化させてしまう可能性があった。
【０００８】
　本発明は、このような背景において成されたものであり、その目的は、超音波画像の画
質を改善する新しい技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記目的を達成するために、本発明の好適な態様である超音波診断装置は、被検体を含
む三次元空間内に超音波を送受波して複数のボクセルデータを取得する送受波部と、複数
のボクセルデータのうちから被検体の表面に対応した表面ボクセルデータを検出する表面
検出部と、表面ボクセルデータに対して平滑化処理が施された複数のボクセルデータに基
づいて被検体の三次元画像を形成する三次元画像形成部と、形成された三次元画像を表示
する表示部と、を有することを特徴とする。
【００１０】
　前記構成では、被検体の表面に対応した表面ボクセルデータが検出されてその表面ボク
セルデータに対して平滑化処理が施される。そのため、三次元画像として例えばボリュー
ムレンダリング画像を形成する場合に、被検体の表面の凹凸状のノイズが除去される。ま
た、表面ボクセルデータが検出されているため、例えば被検体内から得られるボクセルデ
ータに対しては平滑化処理を施さない態様が可能となる。つまり、例えば被検体内の断層
画像を形成する場合に、被検体内から得られるボクセルデータに対しては平滑化処理を施
さずに、鮮明な断層画像を形成することが可能になる。このように、前記構成では、断層
画像の画質を劣化させずに、三次元画像の画質を向上させることができる。
【００１１】
　望ましい態様において、前記表面検出部は、近傍のボクセルデータとの比較からボクセ
ルデータ値が大きく変化するボクセルデータの領域を求めることにより表面ボクセルデー
タを検出することを特徴とする。望ましい態様において、前記表面検出部は、局所領域内
のボクセルデータ集団に関する標準偏差を算出して閾値と比較し、標準偏差が大きい複数
の局所領域で構成される表面領域を抽出して表面ボクセルデータを検出することを特徴と
する。
【００１２】
　望ましい態様において、前記三次元画像形成部は、前記三次元画像として、ボリューム
レンダリング画像を形成することを特徴とする。望ましい態様において、平滑化処理後の
表面ボクセルデータに対してデータ値を一定量だけ増幅する増幅処理が施され、前記三次
元画像形成部は、表面ボクセルデータに対して平滑化処理と増幅処理が施された複数のボ
クセルデータに基づいてボリュームレンダリング画像を形成することを特徴とする。
【００１３】
　望ましい態様において、表面ボクセルデータのみに平滑化処理と増幅処理が施された複
数のボクセルデータに基づいて被検体の複数の断面画像を形成する断面画像形成部をさら
に有することを特徴とする。望ましい態様において、前記断面画像形成部は、互いに略直
交する３つの断面画像を形成することを特徴とする。



(4) JP 4644145 B2 2011.3.2

10

20

30

40

【発明の効果】
【００１４】
　本発明により、超音波画像の画質を改善する新しい技術が提供される。これにより、例
えば、断層画像の画質を劣化させずに三次元画像の画質を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の好適な実施形態を説明する。
【００１６】
　図１には、本発明に係る超音波診断装置の好適な実施形態が示されており、図１は、そ
の全体構成を示す機能ブロック図である。本発明に係る超音波診断装置は、被検体から得
られるエコーデータに基づいて被検体の三次元画像を形成する。診断対象となる被検体は
、例えば、生体内の組織や母体内の胎児などである。そこで、本実施形態では、母体内の
胎児を診断対象として説明する。ただし、本発明に係る超音波診断装置の診断対象は、胎
児に限定されない。
【００１７】
　本実施形態において形成される三次元画像は、ボリュームレンダリング法に基づいて形
成されるボリュームレンダリング画像である。そこで、まずボリュームレンダリング画像
について概説する。
【００１８】
　図２は、ボリュームレンダリング法の原理を説明するための図である。三次元データ空
間５０は、超音波ビームを走査することによって取得された複数のボクセルデータの集合
を意味しており、超音波診断装置内において仮想的に構築される。ここでは、三次元デー
タ空間５０は、ｘｙｚの互いに直交する座標軸を有し、三次元データ空間５０内の各座標
にはボクセルデータが存在する。なお、三次元の超音波送受波空間がｒθφの極座標空間
として構成される場合には、各ボクセルデータに対して、それが有する（ｒ，θ，φ）の
座標を（ｘ，ｙ，ｚ）の座標に変換する処理が行われる。
【００１９】
　ボリュームレンダリングに際しては、通常、三次元データ空間５０の外側に仮想的に視
点が設定され、三次元データ空間５０を間に介して、視点と反対側に二次元平面としての
スクリーン１００が仮想的に設定される。そして、視点側から複数のレイ（透視線）６０
が定義される。レイ６０は、三次元データ空間５０を貫通し、このため、レイ６０には複
数のボクセルデータからなるボクセルデータ列が対応することになる。レイ６０に沿って
、視点側から各ボクセルデータごとにボリュームレンダリング法に基づくボクセル演算を
逐次的に実行すると、最終のボクセル演算の結果として画素値が決定される。その画素値
がスクリーン１００上における当該レイ６０に対応する座標にマッピングされる。
【００２０】
　スクリーン１００上には、二次元の直交座標軸が対応付けられ、そしてスクリーン１０
０上の各座標ごとにレイ６０が設定される。そして、各レイ６０ごとに求められる画素値
がスクリーン１００上にマッピングされることにより、そのスクリーン１００上に三次元
画像（ボリュームレンダリング画像）が形成される。　ボリュームレンダリング法におい
て、各ボクセルデータごとのボクセル演算の演算式としては各種のものが知られている。
基本的には、いずれの演算式においても、各ボクセルデータのボクセル演算ごとに、不透
明度（オパシティ）がパラメータとして利用される。そのようなパラメータを利用して、
各ボクセル演算ごとに出力光量（出力値）が求められ、それが次のボクセル演算において
入力光量（入力値）として利用される。そして、これが繰り返され、演算終了条件を満た
した時点での出力光量が画素値に変換される。つまり、媒体中を光が散乱、減衰しながら
伝搬するモデルを基礎とするものである。本実施形態では、ボクセル演算の演算式として
、例えば、次式が用いられる。
【００２１】
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【数１】

【００２２】
　各レイ６０ごとに実行されるボクセル演算は、例えば、その対象座標が三次元データ空
間５０を越えた場合、又は、各ボクセル演算で用いた不透明度の累積加算値が所定値（例
えば１）を越えた場合など、所定の条件を満たす場合に終了する。そして、演算終了時点
の出力光量がそのレイ６０の画素値に対応付けられる。
【００２３】
　各レイ６０ごとのボクセル演算は、被検体である胎児の表面のボクセルデータの影響を
大きく受けている。つまり、各レイ６０上に沿って、羊水、胎児表面、胎児内部へとボク
セル演算が進行する過程において、羊水に対応するボクセルデータはそのボクセル値（輝
度値）が小さいためボクセル演算に大きく寄与しない。そして、胎児表面までボクセル演
算が進行すると、胎児から得られるボクセルデータはそのボクセル値が大きいためボクセ
ル演算に大きく反映される。そして、胎児表面においてボクセル演算の不透明度の累積加
算値が所定値（例えば１）に近い値となり、そのため、ボクセル演算が胎児内部へと進行
しても胎児内部のボクセルデータがボクセル演算に大きく寄与しなくなる。このように、
胎児表面のボクセルデータがボクセル演算に大きく影響している。
【００２４】
　胎児表面のボクセルデータの影響が大きいことにより、ボリュームレンダリング画像で
は羊水に浮かぶ胎児が比較的鮮明に映し出される。そのため、ボリュームレンダリング画
像は、特に胎児の様子を観察する場合に極めて有効である。一方において、胎児表面のボ
クセルデータの影響が大きいことにより、胎児表面のボクセルデータの状態に影響されや
すいという性質も備えている。例えば、何らかの影響で胎児表面のボクセルデータにばら
つきやゆらぎが存在する場合などに、そのばらつきやゆらぎの影響を受けやすい。
【００２５】
　図３は、胎児表面のボクセルデータの状態を示す図である。図３（Ａ）は、胎児９０表
面のボクセルデータにばらつきやゆらぎが存在する状態を示している。胎児９０表面のボ
クセルデータにばらつきやゆらぎが存在する状態で、レイ６０に沿ってボクセル演算を進
行させると、胎児９０表面のボクセルデータがボクセル演算に大きな影響を及ぼす結果、
ボクセルデータのばらつきなどがボクセル演算に反映されてしまい、例えば、ボリューム
レンダリング画像の胎児９０の画像の表面に細かい凹凸状のノイズとなって現れてしまう
可能性がある。
【００２６】
　また、図３（Ｂ）に示すように、レイ６０上において胎児９０の手前に、例えば子宮壁
の破片などの浮遊物７０が存在すると、その浮遊物７０のボクセルデータがボクセル演算
に大きく影響して、ボリュームレンダリング画像の胎児９０の画像の表面に浮遊物７０の
影響に伴う凹凸が現れる場合もある。さらに、図３（Ｃ）に示すように、胎児９０内部の
構造物（骨、脳、臓器など）はボクセル演算への影響が比較的低いものの、その影響はゼ
ロではないため、胎児９０の画像の表面に影響を及ぼすこともある。
【００２７】
　画像内に現れる凹凸状のノイズなどを除去する手法として平滑化処理が知られている。
ボリュームレンダリング画像に対しても平滑化処理は効果的であり、例えば、三次元空間
内の複数のボクセルデータに平滑化処理を施して、胎児表面の凹凸を除去することが可能
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である。しかしながら、単純に平滑化処理を利用すると、画像データがなまる（不鮮明に
なる）ため、断層画像などによって胎児の体内の様子などを鮮明に観察する場合には、平
滑化処理が反って悪影響を及ぼしてしまう。つまり、単純な平滑化処理では、ボリューム
レンダリング画像の画質改善をもたらす一方で、断層画像の画質を劣化させてしまう可能
性がある。
【００２８】
　本実施形態では、以下に詳述する手法によって、ボリュームレンダリング画像の画質改
善と断層画像の画質の維持が図られている。そこで、図１に戻り、本発明に係る超音波診
断装置の実施形態について詳述する。
【００２９】
　超音波探触子１０は、母体内の胎児に対して超音波を送受波する超音波プローブである
。超音波探触子１０は、図示しない複数の振動素子を備えており、三次元空間内に超音波
ビームを形成する。また、複数の振動素子が電子的にあるいは機械的に制御され、超音波
ビームを三次元空間内で走査することにより、三次元空間内（走査空間内）の全域から反
射波（エコー）を取得する。
【００３０】
　送受信部１２は、超音波探触子１０内の複数の振動素子を制御して送信ビームを形成し
、それを三次元空間内で走査させる。また、複数の振動素子から得られる複数の受信信号
を整相加算処理して受信ビームを形成し、走査空間内の全域からボクセルデータを取得す
る。このように、送受信部１２は、送信ビームフォーマと受信ビームフォーマの機能を備
えている。
【００３１】
　三次元データメモリ１４は、送受信部１２から供給されるボクセルデータを記憶するメ
モリである。三次元データメモリ１４には、三次元空間内の全域から得られる複数のボク
セルデータが各ボクセルデータの位置に対応したアドレスに記憶される。例えば、三次元
空間がｘｙｚ直交座標系で表現され、各ボクセルのボクセル値（輝度値）がそのボクセル
の座標値に対応したアドレスに記憶される。ちなみに、読み出し制御部１５によって各ボ
クセルデータのアドレスが指定されることにより、指定されたアドレスのボクセルデータ
が後段の各処理部へ出力される。
【００３２】
　平滑化処理部１６は、複数のボクセルデータに対して平滑化処理を施す。例えば、ある
ボクセルのボクセル値を、そのボクセルの周囲のボクセルのボクセル値を利用して平均化
する。具体的には、例えば、注目ボクセルを中心としてｘｙｚ直交座標系内で５×５×５
のウィンドウを設定し、そのウィンドウ内の１２５個のボクセルのボクセル値の平均値を
計算し、そのウィンドウの中心に位置する注目ボクセルのボクセル値をその平均値とする
。そして、三次元空間内の全域に亘ってウィンドウを移動させつつ、三次元空間内の全て
のボクセルを注目ボクセルとして平均値を求めていく。これにより、三次元空間内の全て
のボクセルデータが平滑化処理される。平滑化処理されたボクセルデータは、重み回路１
８と標準偏差演算部２０へ出力される。
【００３３】
　重み回路１８は、平滑化処理された各ボクセルデータに対して所定の重み係数を掛ける
ことにより、平滑化処理後のデータに対して重み付け処理（増幅処理）を施す。そして、
増幅処理されたボクセルデータがセレクタ２４へ出力される。標準偏差演算部２０は、平
滑化処理されたボクセルデータに基づいて標準偏差を演算する。さらに、演算された標準
偏差が判定回路２２において所定のしきい値と比較される。これら標準偏差演算部２０と
判定回路２２は、被検体である胎児の表面領域を抽出して表面ボクセルデータを検出する
表面検出部として機能する。
【００３４】
　平滑化処理されることによりボクセルデータは、細かいノイズや微細な構造物が除去さ
れたデータとなる。そのため、平滑化処理後のボクセルデータによって形成される画像は
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、全体的に滑らかな画像となる。全体的に滑らかになっても、羊水と胎児との境界部分で
は、ボクセルデータの変化が最も大きいため、平滑化処理後のボクセルデータにおいてそ
の境界部分を抽出することができる。つまり、平滑化処理後のボクセルデータでは、細か
いノイズや微細な構造物が除去された状態で、ボクセルデータの変化から羊水と胎児との
境界部分を抽出することができる。境界抽出には、Ｐｒｅｗｉｔ、Ｓｏｂｅｌ、Ｒｏｂｅ
ｒｔｓ、Ｒａｐｒａｓｉａｎなどの微分フィルタによって微分処理する手法を利用しても
よいが、本実施形態では、標準偏差を利用する。つまり、標準偏差演算部２０は、次式を
利用して標準偏差σを算出する。
【００３５】
【数２】

【００３６】
　標準偏差演算部２０は、複数のボクセルデータ集団に関する標準偏差を算出する。例え
ば、注目ボクセルを中心としてｘｙｚ直交座標系内で３×３×３のウィンドウを設定し、
そのウィンドウ内の２７個（数２においてＮ＝２７）のボクセルデータのボクセル値の標
準偏差を計算する。そして、三次元空間内の全域に亘ってウィンドウを移動させつつ、三
次元空間内の全てのボクセルを注目ボクセルとして標準偏差を求めていく。
【００３７】
　さらに、判定回路２２によって各ウィンドウごとにその標準偏差としきい値が比較され
て、標準偏差が大きい値となるウィンドウが抽出される。標準偏差が大きいウィンドウは
、ボクセル値の変化が激しい部分であり、そのため、標準偏差が大きいウィンドウを羊水
と胎児との境界部分とみなすことができる。ちなみに、標準偏差の大きさを判定するしき
い値は、各ボクセルデータの階調数、羊水や胎児の輝度値の大きさなどに応じて、予め羊
水と胎児との境界を抽出するのに適した値に設定される。また、操作パネル３０を介して
、ユーザがしきい値を設定してもよいし、ユーザがしきい値を修正する構成でもよい。
【００３８】
　セレクタ２４は、判定回路２２の判定結果に基づいて、二種類のボクセルデータのうち
の一方を選択する。つまり、標準偏差がしきい値よりも大きく羊水と胎児との境界部分と
みなされたボクセルデータについては、重み回路１８から出力される平滑化処理と増幅処
理が施されたデータが選択され、これに対し、標準偏差がしきい値よりも小さい境界部分
以外のボクセルデータについては、三次元データメモリ１４から直接読み出されるボクセ
ルデータの原データが選択される。
【００３９】
　図４は、本実施形態の各処理段階ごとのボクセルデータを説明するための図であり、図
４には、ボクセルデータから形成される画像の模式図が各処理段階ごとに示されている。
なお、図４には、図示の都合上、二次元画像による模式図を示しているが、本実施形態で
扱われる実際のボクセルデータは、先に詳述したように三次元空間内から得られて三次元
データ空間（図２の符号５０）を形成している。
【００４０】
　図４（Ａ）は、原データから得られる画像の模式図を示している。これは、三次元デー
タメモリ（図１の符号１４）に記憶されるボクセルデータに相当する。これに対し、図４
（Ｂ）は、平滑化処理後のデータから得られる画像の模式図を示している。つまり、平滑
化処理部（図１の符号１６）によって平滑化処理が施されたボクセルデータに相当する。
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平滑化処理によって胎児表面の凹凸状のノイズが除去され、また、画像内における細かい
ノイズや微細な構造物が除去されたデータとなる。
【００４１】
　図４（Ｃ）は、胎児表面の境界が抽出された画像の模式図を示している。つまり、判定
回路（図１の符号２２）とセレクタ（図１の符号２４）によって、図４（Ｃ）に示す胎児
表面の境界部分については平滑化処理が施されたボクセルデータ（Ｂ）が選択され、一方
、胎児表面以外の部分については平滑化処理が施されていないボクセルデータ（Ａ）が選
択される。
【００４２】
　そして、図４（Ｄ）は、胎児表面（体表付近）にのみ平滑化処理が施された画像の模式
図を示している。つまり、図４（Ｄ）は、判定回路とセレクタによってデータ選別された
後のボクセルデータによって形成される画像に相当する。なお、図４（Ｄ）では、胎児表
面のボクセルデータに対して平滑化処理に加えて重み付け処理（図１の重み回路１８参照
）が施されている。
【００４３】
　このように、本実施形態では、胎児表面のみに平滑化処理が施された三次元データ（複
数のボクセルデータ）が形成される。
【００４４】
　図１に戻り、画像形成部２６は、セレクタ２４から出力される複数のボクセルデータ、
つまり、胎児表面のみに平滑化処理が施された三次元データ（図４（Ｄ）参照）に基づい
て、三次元画像を形成する。
【００４５】
　三次元画像の形成には、先に詳述（図２参照）したボリュームレンダリング法が利用さ
れ、三次元画像としてボリュームレンダリング画像が形成される。本実施形態で形成され
るボリュームレンダリング画像は、胎児表面に平滑化処理が施されたボクセルデータに基
づいて形成されるため、胎児の画像の表面に細かい凹凸状のノイズがない、滑らかで自然
な画像が形成される。なお、本実施形態では、胎児表面のボクセルデータに対して平滑化
処理に加えて重み付け処理が施されている。この重み付け処理により、ボリュームレンダ
リング画像がさらに滑らかなものとなる。重み付け係数としては、例えば、予め定められ
た設定値（１．２５）が利用される。もちろん、操作パネル３０を介して、ユーザが重み
係数を設定してもよいし、ユーザが重み係数を修正する構成でもよい。
【００４６】
　さらに、画像形成部２６は、セレクタ２４から出力される複数のボクセルデータに基づ
いて断層画像を形成する。画像形成部２６は、三次元データ空間内において互いに直交す
る三つの断面で構成される直交三断面を形成する。例えば、上面図、側面図、正面図など
がそれらに相当する。画像形成部２６は、三次元データ空間内の複数のボクセルデータの
中から直交三断面のそれぞれの断面上のボクセルデータを抽出して三枚の断面画像を形成
する。本実施形態で形成される断層画像は、胎児表面のみに平滑化処理が施されたボクセ
ルデータに基づいて形成される。そのため、胎児表面以外の胎児の内部などについては、
平滑化処理が施されていない微細な画像を形成することが可能になる。
【００４７】
　画像形成部２６によって形成されたボリュームレンダリング画像や直交三断面画像は、
モニタ２８に表示される。例えば、モニタ２８の表示領域が四分割され、直交三断面画像
の三つの断面画像と一つのボリュームレンダリング画像が同時に表示される。また、操作
パネル３０を介して入力されるユーザの指示に基づいて、ボリュームレンダリング画像と
直交三断面画像のいずれか一方のみを表示してもよい。
【００４８】
　ちなみに、本実施形態では、画像形成部２６が三次元画像と断層画像の両種類の画像を
形成している。このため、例えば、画像形成部２６の機能をＣＰＵによって実現する場合
に、セレクタ２４から出力されるボクセルデータを一つのＣＰＵメモリに一時的に記憶さ
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せ、ＣＰＵメモリを一つだけ利用して三次元画像と断層画像の両種類の画像を形成する構
成が可能になる。つまり、断層画像用のＣＰＵメモリと三次元画像用のＣＰＵメモリの二
つのＣＰＵメモリを別々に設ける必要がない。そのため、装置の製造コストなどの面でも
本実施形態は優れている。
【００４９】
　以上、本発明の好適な実施形態を説明したが、上述した実施形態は、あらゆる点で単な
る例示にすぎず、本発明の範囲を限定するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明に係る超音波診断装置の全体構成を示す機能ブロック図である。
【図２】ボリュームレンダリング法の原理を説明するための図である。
【図３】胎児表面のボクセルデータの状態を示す図である。
【図４】本実施形態の各処理段階ごとのボクセルデータを説明するための図である。
【符号の説明】
【００５１】
　１４　三次元データメモリ、１６　平滑化処理部、１８　重み回路、２０　標準偏差演
算部、２２　判定回路、２４　セレクタ、２６　画像形成部。

【図１】 【図２】

【図３】
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